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(57)【要約】
【課題】組み立てや分解修理等の際に、内蔵物を損傷す
ることなく耐圧補強板を簡単にセットすることができ、
しかも耐圧補強板を付け忘れるようなヒューマンエラー
が発生するおそれのない内視鏡の耐圧補強構造を提供す
ること。
【解決手段】耐圧補強板７が、定位置から外側に開くこ
とができるように蝶番１２により回動自在にハウジング
５内の不動部材６，８，９に取り付けられていて、耐圧
補強板７が外側に開かれた状態でも不動部材６，８，９
から耐圧補強板７が分離されないように構成されている
。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の可撓管部以外の部分の外壁部を構成するハウジングの内面に沿って、上記ハウ
ジングの内外圧差により上記ハウジングが内側に潰れる方向に変形するのを防止するため
の耐圧補強板が配置された内視鏡の耐圧補強構造において、
　上記耐圧補強板が、定位置から外側に開くことができるように蝶番により回動自在に上
記ハウジング内の不動部材に取り付けられていて、上記耐圧補強板が外側に開かれた状態
でも上記不動部材から上記耐圧補強板が分離されないように構成されていることを特徴と
する内視鏡の耐圧補強構造。
【請求項２】
　上記ハウジング内のフレームに一対の立設壁が固定的に立設されていて、上記耐圧補強
板が、上記一対の立設壁のうちの一方の立設壁の頂部に蝶番で回動自在に取り付けられ、
他方の立設壁の頂部に対して係脱自在に設けられている請求項１記載の内視鏡の耐圧補強
構造。
【請求項３】
　上記耐圧補強板が上記他方の立設壁の頂部に係合していない状態では、上記耐圧補強板
が上記ハウジングと干渉する状態になる請求項２記載の内視鏡の耐圧補強構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の耐圧補強構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を使用後に滅菌消毒するためにオートクレーブ（高温高圧蒸気滅菌）装置に入れ
ると、操作部やコネクタ部等のような可撓管部以外の部分の外壁部を構成するハウジング
が、大きな内外圧差と高い温度のために内側に潰れる方向に変形してしまう場合がある。
特にハウジングがプラスチック製の場合等にはそのようなことが発生し易い。
【０００３】
　そこで、ハウジングが内側に潰れる方向に変形するのを防止するための耐圧補強板が、
ハウジングの内面に沿って配置されたものがある（例えば、特許文献１、２）。
【特許文献１】特開平９－２５３０２７
【特許文献２】特開２００４－６５５１２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　耐圧補強板の内側には、光学繊維束、配管チューブ、信号線等のようないわゆる内蔵物
が配置されている。そのため、内視鏡の組み立てや分解修理等の際には、耐圧補強板があ
ると作業の妨げになるので、耐圧補強板は取り外されていて最後に取り付けられる。しか
し、内蔵物が配置されている状態で耐圧補強板をビス止めするような作業を行うと、工具
で内蔵物を損傷するおそれがある。
【０００５】
　そこで例えば図７に示されるように、耐圧補強板９１を、ビス止めではなく、弾性変形
させて係脱させることができる爪部材等でフレーム９２に対し着脱自在な構造にすること
が考えられる。
【０００６】
　しかし、内視鏡そのものは、耐圧補強板９１が取り付けられていなくても全く支障なく
組み立て可能なことや、オートクレーブ滅菌対応でない内視鏡等のように元々耐圧補強板
９１が設けられていない内視鏡が併存すること等から、上述のように耐圧補強板９１を単
純に着脱自在な構成すると、耐圧補強板９１の付け忘れというヒューマンエラーが発生し
て、後日のハウジング変形という不具合発生の原因になる。



(3) JP 2009-39461 A 2009.2.26

10

20

30

40

50

【０００７】
　本発明は、組み立てや分解修理等の際に、内蔵物を損傷することなく耐圧補強板を簡単
にセットすることができ、しかも耐圧補強板を付け忘れるようなヒューマンエラーが発生
するおそれのない内視鏡の耐圧補強構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の耐圧補強構造は、内視鏡の可撓管部以外
の部分の外壁部を構成するハウジングの内面に沿って、ハウジングの内外圧差によりハウ
ジングが内側に潰れる方向に変形するのを防止するための耐圧補強板が配置された内視鏡
の耐圧補強構造において、耐圧補強板が、定位置から外側に開くことができるように蝶番
により回動自在にハウジング内の不動部材に取り付けられていて、耐圧補強板が外側に開
かれた状態でも不動部材から耐圧補強板が分離されないように構成されているものである
。
【０００９】
　なお、ハウジング内のフレームに一対の立設壁が固定的に立設されていて、耐圧補強板
が、一対の立設壁のうちの一方の立設壁の頂部に蝶番で回動自在に取り付けられ、他方の
立設壁の頂部に対して係脱自在に設けられていてもよい。
【００１０】
　また、耐圧補強板が他方の立設壁の頂部に係合していない状態では、耐圧補強板がハウ
ジングと干渉する状態になるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、耐圧補強板が、定位置から外側に開くことができるように蝶番により
回動自在にハウジング内の不動部材に取り付けられて、耐圧補強板が外側に開かれた状態
でも不動部材から耐圧補強板が分離されないように構成されているので、組み立てや分解
修理等の際に内蔵物を損傷することなく耐圧補強板を簡単にセットすることができ、しか
も耐圧補強板を付け忘れるようなヒューマンエラーが発生するおそれがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　内視鏡の可撓管部以外の部分の外壁部を構成するハウジングの内面に沿って、ハウジン
グの内外圧差によりハウジングが内側に潰れる方向に変形するのを防止するための耐圧補
強板が配置された内視鏡の耐圧補強構造において、耐圧補強板が、定位置から外側に開く
ことができるように蝶番により回動自在にハウジング内の不動部材に取り付けられていて
、耐圧補強板が外側に開かれた状態でも不動部材から耐圧補強板が分離されないように構
成されている。
【実施例】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３は内視鏡の全体構成を示しており、体内に挿入される挿入部１は可撓管によって外
装され、その挿入部１の基端に操作部２が連結されている。そして、操作部２から後方に
延出する連結可撓管３の先端には、図示されていないビデオプロセッサ（兼光源装置）に
接続されるコネクタ部４が設けられている。
【００１４】
　図４は操作部２を示している。操作部２は、着脱可能なプラスチック製のハウジング５
で外装されており、図４は、そのハウジング５を一部切除してその内側の構成が図示され
ている。
【００１５】
　６は、操作部２内に設けられている操作部フレーム（不動部材）であり、Ｖ－Ｖ断面を
図示する図５にも示されるように、湾曲操作機構２０その他各種の機構が、ハウジング５
内において操作部フレーム６に取り付けられて支持されている。
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【００１６】
　７は、オートクレーブ装置内等に収容された時に、ハウジング５の内外圧差によりハウ
ジング５が内側に潰れる方向に変形するのを防止するための耐圧補強板であり、剛性の高
い金属板等により形成されてハウジング５の内面に沿って配置されている。
【００１７】
　耐圧補強板７は、ハウジング５を省いて図示されている図６にも示されるように、操作
部フレーム６に固定的に並列に立設された一対の立設壁８，９（不動部材）に取り付けら
れている。１１は、立設壁８，９を操作部フレーム６に固定している固定ビスである。
【００１８】
　なお、一対の立設壁８，９の間の空間には、光学繊維束、配管チューブ、信号等のよう
ないわゆる内蔵物１０が、図５に示されるように並列に通された状態に配置されているが
、図６にはその図示が省略されている。
【００１９】
　略長方形状に形成された耐圧補強板７は、その一つの長辺部分において一対の立設壁８
，９のうちの一方の立設壁９の頂部に蝶番１２で回動自在に取り付けられ、その定位置（
耐圧補強板７がハウジング５の内面に沿う位置）において、耐圧補強板７のもう一つの長
辺部分に突出形成されたクリック爪１３が、他方の立設壁８の頂部近傍に形成された係合
孔１４に弾力的に係脱自在にクリック係合して、耐圧補強板７の内側に位置する空間の上
面（ハウジング５側の面）が耐圧補強板７により閉じられた状態になっている。
【００２０】
　その結果、内蔵物１０は、耐圧補強板７と一対の立設壁８，９と操作部フレーム６とで
囲まれた空間内に通された状態になっていて、ハウジング５が取り付けられる作業の際に
ハウジング５とその内側の部材との間に誤って挟み込まれるような心配がない。
【００２１】
　そして、内視鏡が使用後の滅菌消毒のためにオートクレーブ装置に入れられて、ハウジ
ング５を内側に変形させるような内外差圧がハウジング５に作用しても、ハウジング５は
、内側が耐圧補強板７で補強されていることにより変形から免れる。
【００２２】
　なお、図５から明らかなように、クリック爪１３が係合孔１４にきちんと係合した状態
になっていないと、耐圧補強板７が蝶番１２を中心に開き方向に回動した状態になってハ
ウジング７と干渉するので、ハウジング７を組み付けることができない。したがって、少
なくともハウジング７が取り付けられる際に、耐圧補強板７は必ず図５及び図６に示され
る所定の状態にセットされることになる。
【００２３】
　図１と図２は、ハウジング５が取り付けられていない状態において、クリック爪１３と
係合孔１４とのクリック係合が解かれて、耐圧補強板７が蝶番１２を中心に定位置から外
側に回動されて開いた状態を示している。なお、図２においては図６と同様に内蔵物１０
の図示が省略されている。
【００２４】
　このように、操作部２の組み立てや分解修理等を行う際には、蝶番１２を中心に耐圧補
強板７を外側に回動させて開いた状態にすることにより内蔵物１０の接続や着脱等の作業
を容易に行うことができ、その際に、耐圧補強板７が不動部材である操作部フレーム６や
立設壁８，９から分離されないので、作業終了後に耐圧補強板７を付け忘れる等のヒュー
マンエラーが起きるおそれがない。
【００２５】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、本発明をコネクタ部４
等に採用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例の耐圧補強板が開いた状態の操作部の断面図である。
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【図２】本発明の実施例の耐圧補強板が開いた状態の斜視図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す外観図である。
【図４】本発明の実施例のハウジングを部分的に切除して示す操作部の側面図である。
【図５】本発明の実施例の耐圧補強板が閉じた状態の、図４におけるＶ－Ｖ断面図である
。
【図６】本発明の実施例の耐圧補強板が閉じた状態の斜視図である。
【図７】従来の内視鏡の耐圧補強構造の部分分解斜視図である。
【符号の説明】
【００２７】
　２　操作部
　５　ハウジング
　６　操作部フレーム（不動部材）
　７　耐圧補強板
　８，９　立設壁（不動部材）
　１０　内蔵物
　１２　蝶番
　１３　クリック爪
　１４　係合孔

【図１】

【図２】

【図３】
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